うつのみや産業振興ビジョン（素案）に関するパブリックコメントについて
１　パブリックコメントの実施状況

（1） 意見の募集期間　　　　平成２４年２月１７日（金）～３月２日（金）

（2） 意見の応募者数・件数　３名（５件）

（3） 提出方法の内訳
	
	郵送
	ファクシミリ
	Ｅメール
	持参
	電話
	計

	人数
	
	
	
	３
	
	３


２　意見の概要と市の考え方

　①　文章の表現について（１件）

	№
	意見の内容
	意見に対する市の考え方

	１
	今回のビジョン，機会があり読ませていただきましたが，門外漢にとって専門用語が多くて分かりづらかったです。もう少し理解できるようにならないでしょうか。
	経済用語など普段聞きなれない用語が多いので，できるだけ分かりやすい表現を行うとともに，専門用語については，注釈により対応いたします。


　　　②　取り組みの方向性について（２件）
	２
	産業全般を目指しているようだが，農・商・工・観光に力点をおいているのは何故か。従業員数を考えるとサービス産業の方が多いのではないだろうか。
	本市に占めるサービス産業の割合が高いことは認識しており，農・商・工・観光の連携により，サービス産業も含め，各産業における高付加価値化などに取り組んでまいりたいと考えております。

	３
	ビジョンの目指すものとして，産業全般にわたるものとしているが，農・商・工・観の各産業は理解できるが，益々拡大が予想されるソフト・サービス分野の対応が弱いのではないだろうか。
	


　　　③　データの分析・評価について（１件）

	４
	第３章現況の記述で，産業の強み・弱みを分類しているが，バランスがよく構成，国とほぼ同一なのが何故強みの１番なのか分からない。弱みの部分でも低下していることが何故弱みになるのか判断基準があいまいではないだろうか。強み弱みの前に全体の評価分析が必要ではないか。
	景気等の影響が少ないバランスを強みにして示したもので，その基準は国全体の構成比に求めたところです。（弱みについても同様。）


　　　④　目標設定について（１件）

	５
	ビジョン指標の目標額

減少するとあるがどの程度か不明であり，施策の実現することの成果もどの程度か。６ページで２兆４千億をオーバーしているのに，不可解である。相対値を明確にした方がいいのではないか。
	市内総生産額の目標設定においては，６ページで示しているのは平成２０年度の市内総生産額であり，平成２４年度においては，目標額である２兆４千億を下回っていると推計しており，今回掲げたビジョン施策の推進により，目標達成を目指してまいります。


